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第三章 再臨運動の経緯

１９１７年（大正７年）から翌年にかけて「イエスがこ
の世に再び現れる」という内容の再臨を唱道する運動
が，東京を中心に関西の主要都市にも広がった。その
唱道者の中で中心的役割を果たしたのは，内村鑑三で
あった。
この大正時代の再臨運動はどのようにして発生し，

なぜ二年間で衰退したのであろうか。
再臨運動に関する研究は，再臨論を思想的観点から

分析するものが主であり，宗教運動として社会学的観
点から分析したものはゾンターク・ミラの論文以外ほ
とんどない１。
本章では，運動の進展状況を分析し歴史学的観点か

ら再臨運動の性格と背景を考察する。史料としては同
時期に発行された信仰雑誌や日記等を主に使用する。
ところで，一般的に，再臨運動は１９１８年（大正７年）

１月に開始されたとなっているが２，東洋宣教会では，
すでに一年前よりこの運動が推進されていた。した
がって，この時期をもふくめて，再臨運動の時期を設
定しなければならない。
再臨運動はその進展状況から，以下の５時期に区分

される。すなわち，１準備期 ２開始・高揚期，３対
抗・充実期，４対抗・沈静期，５衰退・転換期であ
る。順に見ていくことにする。

１ 準備期（１９１７年５月―１２月）

中田重治（１８７０―１９３９年）は，１８９７年に米国ムーディ
聖書学院に入学し「聖潔」の体験をして翌年帰国した。
メソジスト教会を脱退後１９０１年に C.E.カウマン夫妻
に協力して福音伝道館と聖書学院を開設した。１９０８年
に東洋宣教会を創設し，１９１７年には東洋宣教会日本
ホーリネス教会の初代監督に就任した３。『聖潔之友』
は福音伝道館の機関紙であり，月２回の刊行であった
が，１９１３年からは週刊となり，中田が主筆として社説
を担当した。東洋宣教会の地方伝道は順調に進展し，
１９１６年には全国に及ぶことが目標とされた。
『聖潔之友』に再臨に関する記事が最初に掲載され

たのは，１９１７年５月３日である。巻頭の社説において，
中田は「主の再臨を早むるには聖潔の運動が益々盛ん
になり，潔めらるゝ信者が続々起るなれば其だけ基督

の再臨が早くなる譯である」４と述べている。
聖潔の運動が進展する結果として再臨がある―これ

を伝道の目標とした。
Ａ 再臨の年月日の予測
さらに中田は再臨の時を予測した。
再臨に関する記事は，５５３号，５５８号，５６９号，５７０号

にも連載され再臨の年は１９１７年とされ，イエスの再臨
する日が以下のように預言された。
「新年のラッパの鳴る日は来１７日である。もし此日
に主が再臨し給ふなれば其喇叭はユダヤ人が鳴す
のでなく，天の使等が鳴すのである。もし我等の
計算が間違ふて，今年でなく，来年であるとすれ
ば，９月７日である。」５

再臨予想日については，ユダヤ人の新年祭（ラッパ
祭）のユダヤ暦を太陽暦に換算して計算している６。
しかし再臨は９月１７日には起らなかった。１０月１１日

には以下のように説明されている。
「主は今年来るものとすれば先月１７日の喇叭祭に来
るかも知れぬと我等は警告を発したることであ
る。しかるに主は来り給はなかったから，全然来
ない事になったといふのではない。御約束は厳と
して存して居る。近き中に来り給ふに相違ない。
時の早晩に関らず主を待望む態度を有て居る事は
大切である。」７

１０月３１日には，東洋宣教会ホーリネス教会宣言書が
公示された。標榜する四重の福音の中に，「十字架の
救い」，「聖霊の全き潔め」，「神癒」とともに「主イエ
ス千年期前再臨」が入っていることに注意したい。
Ｂ ハルマゲドンの戦い
１１月２９日には，旧約聖書ダニエル書１１章の「南の王」
をローマ帝国の再興と解釈して英国と連合諸国だと
し，「北の王」をギリシア帝国の再興とみなしてドイ
ツとロシアとアジア諸国だとして，ハルマゲドンの戦
いが起きることと，エルサレムがイスラム教徒から取
り返されることが述べられている８。
１２月１３日に英国がエルサレムを占領してオスマント
ルコ帝国から奪還した。この日発行された『聖潔之友』
には「殊に今月中かの聖地に於る出来事に細心の注意
を払ふべきである。また主は聖徒を空中に携へ挙ぐる
ために来り給ふ事は近々の中である」９と述べられた。

内村鑑三とユダヤ人Ⅲ
再臨運動とユダヤ人問題

黒川知文
Tomobumi KUROKAWA

社会科教育講座

愛知教育大学研究報告，５７（人文・社会科学編），pp.７５～８２, March,２００８



黒 川 知 文

７６― ―

Ｃ 再臨待望信者
聖地回復の預言は同日に成就したので，信者は再臨

も起きると確信したと思われる。
『聖潔之友』にある「白衣，耶蘇之再臨，リバイバ

ル唱歌譜付二聖小傅は品切れ」１０の掲示は，再臨を待
望した信者が着用した白衣や使用した讃美歌の品切れ
を示している。このことで多くの信者が白衣を着て賛
美歌を歌いながらイエスの再臨を実際に待ったことが
推定できる。
この年の暮れ１２月２０日には新年号が発行され，新た

な年に起きることが述べられている。それは，エルサ
レムからのイスラム教徒の一掃，ユダヤ人の帰還，世
界大戦の講和，南の王と北の王の対立，そして再臨で
ある。再臨に関しては以下のように述べられている。
「聖徒の携へ挙げらるゝのは今年かもしれない。し
かも其日は或人の勘定の如くであれば９月７日で
ある。地上に残さるゝ凡ての人は益々軍備を拡張
し，ハルマゲドンの戦の準備にとりかかるだろう。
主はリバイバルを起して多の魂を救ひ給ふ事と信
ずる。」１１

艱難の時代にイエスの空中再臨があり，信者は天に
携え挙げられ，千年王国が訪れる。これが主の日の内
容だとされた。
１９１８年１月１日から５日にかけて神田ホーリネス会
堂において，第１７回新年聖会が開催された。この聖会
は「預言研究を主としたる」と形容され，「主臨らん」
を標榜するものであった１２。 東洋宣教会にとって１９１８
年の重要課題が再臨であることが分かる。
予測された日に再臨は起らなかったが，多くの信者

が再臨をその後も信じていた。
以上のように，再臨運動が開始される半年前におい

て，東洋宣教会ではすでに再臨についての教えが信者
に行き渡っていた。ただし，それは聖書に基づく再臨
の教えというよりむしろ，再臨時期を予測したり聖書
の予言を具体的国家にあてはめたりするものであっ
た。また，聖潔の運動が盛んになることが再臨の条件
だとされて，再臨が唱導され信者も積極的に参加した
ことがわかる。

２ 開始・高揚期（１９１８年１月ー５月）

東洋宣教会は柏木にあり，内村鑑三宅に隣接してい
た。さらに１９１６年７月１７日未明に起きた柏木一体の火
事の時には中田重治が聖書学院学生を引き連れて消火
に努め，内村家への類焼を防いだ。これをきっかけに
両者の交際が始まった１３。
木村清松（１８７４―１９５８年）は，１８９４年以降の渡米時

にムーディ聖書学院でも学び，１９０２年に帰国後，全国
にわたって伝道を展開した。１９０８年から６年間は日本
組合教会洛陽教会牧師を勤めた１４。中田と木村は米国
ムーディ聖書学院に留学して再臨論を学んでいた。こ

の二人に，鑑三が加わった。鑑三が５６歳で年長であり，
この運動の中心的役割を果たした。
ところで，鑑三が再臨運動に参加した遠因としては，

キリスト教国である米国が世界大戦へ参戦したことに
対する失望，愛娘ルツ子の死，思想的行き詰まりの時
に米国の友人ベルから送られてきた雑誌『Sunday

School Times』の再臨に関する記事を読んだこと等が
指摘されている１５。
確かにこれらのことは鑑三自身も述べていて，十分

に推定できるが，聖書研究によって再臨の教義の重要
性を知るに至ったことがより直接的な要因であったと
考えられる。
１月１０日発行の『聖書之研究』の「新年雑記」にお

いて「問題はキリスト再臨を中心的真理として見たる
聖書の研究である」１６と述べ，その後の鑑三の演説内
容は聖書研究に依拠するものであった。また，「余が
キリストの再臨に就て信ぜざる事共」においては，再
臨の年月日を計算すること，神癒，そして聖霊の臨在
としてのキリストの再臨を信じないと述べている１７。
他の二人とは異なり，あくまでも聖書研究に基づく再
臨論を鑑三は展開したことがわかる。
Ａ 聖書の預言的研究演説会
三人が発起人となって，１月６日午後２時から東京

基督教青年会館において，聖書の預言的研究演説会を
開催した。講演題と講演者は以下の通りである。
１月６日「聖書の根本的真理」 中田重治

「我が父の家には御宅多し」 木村清松
「聖書の預言的研究」 内村鑑三

２月１０日「馬太伝に現はれたる基督の再来」内村鑑三
「基督の再臨につける使徒等の観念」

オルトマンス
「偽基督の霊と彼の出現」 中田重治

３月３日「人の子及び主としての基督」 藤井武
「世界の平和は如何にして来る乎」内村鑑三

鑑三は必ず講演し，しかも多くの場合，最後に講演
した。
１月６日も２月１０日も１２００人を越える参加者があ

り，３月３日の演説会には１３００人を越える参加があっ
た１８。
再臨運動は開始時において，すでに高揚した運動と

して展開した。これは東洋宣教会による再臨運動が先
駆的働きをしていた結果だと考えられる。
中田は再臨運動を東洋宣教会の中心的な運動とみな

して信者に呼びかけた。そして自らには聖書研究に弱
点があることを認め，それを補完するものとしての鑑
三の再臨運動への参加を歓迎していた。それは，２年
にわたる再臨運動の間，『聖潔之友』に再臨講演会の
広告だけでなく，鑑三の講演内容をも掲載していたこ
とから推定できる１９。
２月２０日には今井館聖書講堂において，再臨待望信
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者の合同祈祷会が開催された。３０人以上の参加者の所
属教会には，今井館，東洋宣教会だけでなく，日本伝
道隊，聖公会，メソジスト教会，福音教会，基督教会，
日本組合基督教会（大阪天満教会）もあり，再臨運動
は超教派の運動として展開したことが分かる。
Ｂ 地方都市への展開
聖書の預言的研究演説会は，以下のように３月以降

には関西と関東の主要都市においても開催された。
３月１０日 大阪―天満教会 参加者６００人以上

「信仰の三階段」 内村鑑三
「余が基督の再臨を信ずるに至りし理由」

木村清松
「聖書の中心的真理」 中田重治
「基督再臨の欲求」 内村鑑三

３月１３日 京都―京都基督教青年会館
参加者１２００人以上

「聖書の中心的真理」 中田重治
「余が基督の再臨を信ずるに至りし理由」

木村清松
「世界の最大問題」 内村鑑三

３月３１日 神戸―神戸基督教青年会館
参加者１２００人以上

「基督の復活と再臨」 内村鑑三
５月２６日 横浜―横浜基督教青年会館

参加者会堂一杯
「米国に於る基督再臨の信仰」 平出慶一
「日出国より登る天使」 中田重治
「世界戦争と基督教」 内村鑑三

これらの講演会においても，鑑三は最後の講演を担
当して指導的立場にあったことが分かる。
また，講演者には，鑑三と中田と木村以外に，組合

教会，自由メソジスト教会，聖公会，日本伝道隊等所
属の牧師や信者がいて，東京における演説会と同じく，
超教派の協力活動であったことも分かる。
特に神戸における演説会には，１２００人が参加し１００

人以上の人が座れずに散会した。５月２６日に神戸で開
催された第２回演説会には９００人以上の参加があった。
４月から５月にかけて，再び東京三崎会館（旧バプ

テスト中央会館）において７回にわたり聖書の預言的
研究演説会が開催された。参加者は平均して６００人か
ら７００人であった。これは１月から３月にかけて開催
された演説会参加人数の約半分であり，急激な減少と
いえる。
５月２４日に第一次聖書の預言的研究演説会の終了式

が開催された。
Ｃ 再臨運動批判
再臨運動はこのように東京を中心として関西の主要

都市にも超教派の運動として展開したが，この運動を
批判する者も現れた。
３月１日にはユニテリアンの牧師内ヶ崎作三郎が，

４月１日には内務省官吏相原一郎介と陸軍大学教授杉
浦貞二郎と，日本組合基督教会の本郷教会牧師海老名
弾正が，５月１日にはメソジスト教会牧師白石喜之助
が，紙面により再臨論を批判した。批判者の多くは日
本組合基督教会とユニテリアンに属していて，この段
階では，神学とりわけ聖書解釈の違いが論点になって
いる２０。４，５月に聖書の預言的研究演説会の参加者
が減少したのは，この批判によるものと考えられる。
Ｄ 再臨運動の組織化
再臨運動は開始された時点から高揚していた。さら

にこの運動が継続したものになるように，運動を支え
る組織が自発的に形成された。それが，日本基督希望
団と柏木兄弟団である。
日本基督希望団は，３月１２日に天満教会において開

催された大阪の基督再臨信者の祈祷親睦会において結
成された。自由メソジスト教会の河辺貞吉，聖公会の
藤本寿作，日本組合基督教会の今井安太郎らが加わっ
た。
また，柏木兄弟団は，６月８日に結成された。これ

は，それまで鑑三の聖書研究会に出席していた第一高
等学校，東京帝国大学の学生から成る柏会，同じく学
生から成る白雨会とエマオ会等が合同された組織であ
り，以後，再臨運動を支援した。

３ 対抗・充実期（１９１８年６月―１１月）

この時期においては，再臨運動を批判する勢力が活
動し，再臨運動に対抗する関係になり，この緊張した
状況において再臨運動は進展していく。
Ａ 再臨批判運動
６月９日午後３時より東京三崎会館で鑑三は「ラザ

ロの復活」と題して講演した。「ラザロの復活は実に
再臨の日に於ける我等の復活の模型である」２１と結論
して講演は終わった。参加者は４００人程でさらに減少
した。
一方，同じ日に，海老名弾正牧師の本郷教会では，

基督再臨問題講演会が開催されていた。この会では，
海老名から受洗した後に米国に留学した今井三郎が
「現代に於ける再臨運動の批判」，杉浦貞二郎が「聖
書に於ける再臨思想の意義」，そして海老名自身が「宗
教思想の推移と再臨問題」と題して講演した。『東京
朝日新聞』にもこの講演会の広告が掲載され，聖書の
預言的研究演説会の参加者より多い約５００人が参加し
た。
基督再臨問題講演会は，明らかに鑑三らの再臨運動

を批判する目的によるものであった。実際に，再臨を
批判するだけでなく，再臨運動に出席しないように信
者に呼びかける等の活動も行った。
鑑三はこの動きに対して『聖書之研究』２１５号の「乗

雲の解（聖書を戯謔る基督教の教師等に告ぐ」で「世
に見苦しき事とて基督教の教師等の聖書攻撃の如きは
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ない」２２と彼らを批判している。
Ｂ 日本基督教平信徒信仰革正会
再臨運動を批判する勢力が活動する一方，翌６月１０

日には，日本基督教平信徒信仰革正会が設立された。
これは，再臨運動を推進する会である。
大阪天満教会の信者青木庄蔵は，社会事業家であり

大阪市会議員も勤めた。彼が発起人となって結成され
たこの革正会は，「再臨を以って聖書の中心的真理な
りと信じ其研究宣伝を期す」ことを設立趣意の一つに
掲げた。これは，再臨運動を信者として支援し，聖書
にしたがって教会そのものを改革していこうとする団
体である。この趣意に関して鑑三は「今や同志の間に
此信仰の上に立つ斯かる団体の成立するを見て余輩は
心躍らざるを得ない」２３と喜んでいる。
再臨運動を支援する団体としては，日本基督希望団

と柏木兄弟団と日本基督教平信徒信仰革正会が信者の
間で設立され，他方，再臨運動を批判する目的の基督
再臨問題講演会が設立された。両者のこの緊張関係の
中において再臨運動は展開していく。
Ｃ 地方都市への展開
この時期には以下のように地方都市にも展開する

が，参加者は５００人以下であった。
６月３０日 札幌―札幌独立基督教会

参加者４００人以上
７月１日 札幌―札幌独立基督教会

参加者３５０人
７月２日 札幌―札幌独立基督教会

参加者４００人以上
８月２４日 軽井沢―宣教師のための講演

参加者４００人
１０月１１日 岡山―第一回聖書講演会

岡山県会議事堂 参加者５００人
１０月１２日 岡山―第二回聖書講演会

岡山県会議事堂 参加者５００人
１０月１３日 岡山―第三回聖書講演会

岡山県会議事堂 参加者４００人
札幌の講演者は鑑三だけだが，岡山では中田も講演

者であった。だが，木村は再臨運動に批判的な日本組
合基督教会に所属していたためか，９月２１日に運動か
ら離脱した２４。
Ｄ 「新規播直し」
１１月８日から三日にわたって基督再臨研究東京大会
が東京基督教青年会館で開催された。
この大会の発起人は鑑三と中田以外に，聖公会のバ

ンカム，バプテスト教会の坂田祐とクラゲット，基督
友会の沢野鉄郎，明治学院のオルトマンス，東洋宣教
会の平出慶一であり，革正会員の青木庄蔵と松岡帰之
も講演と証詞を担当した。日本組合基督教会とメソジ
スト教会を除く多くの教会が協力して大会を支えたこ
とがわかる。鑑三は，「聖書と基督の再臨」「地理学的

中心としてのエルサレム」「基督再臨と伝道」と題し
て講演した。
参加者は，８日の午後が５００人，夜が６００人。１０日が

８００人であった。
鑑三は８日の日記の中で「『新規播直し』の責任を

感じた」２５と記している。また，翌日に開かれた有志
晩餐会においても，「我等は今後の標語として『新規
播直し』を採用した」２６と日記に述べている。このこ
とから，再臨運動の沈静化に抵抗しようとする鑑三等
の差し迫った状況が推定される。
聖書の預言的研究演説会を開始した１月には，同じ

東京基督教青年会館で約２倍の１２００人を越す聴衆がい
た。今は参加者がその半分になってしまった。そのこ
とが，「新規播直し」の必要を迫ったと考えられる。

４ 対抗・沈静期（１９１８年１１月―１９１９年５月）

１１月１１日に第一次世界大戦が終結した。これを契機
として再臨運動は対抗・沈静期を迎える。運動として
は，再臨批判者の妨害が進む中，参加者が再び増加し
た。しかし，説教の主題が再臨からしだいに他へと移
行した。この時期は講演会場をめぐる騒擾で終わる。
Ａ 大阪大会の成果
１１月から１２月にかけて日曜日午後２時から東京基督
教青年会館において開催された講演会への参加人数
は，４００人から５００人で横ばい状況であった。１２月２２日
が１９１８年最後の講演となったが参加者は４００人余と低
調だった。鑑三は日記においてこの一年を振り返り，
「北は北海道より南は岡山まで高壇に立つ事５８回２万
余人に福音を説いた，其点に於て今年は余に取りレ
コード破りである，ねがふ来年は更に之れ以上たらん
事を」２７と述べている。
基督教再臨研究大阪大会は１月１７日から三日間，中

之島公会堂において開催された。
第一日目の昼の会における証詞者は平出慶一，藤井

武等４人，講演者は中田重治で参加者は１０００人余も
あった。夜の会では証詞と宣教師コルテスの講演の後
に「万民に関はる大なる福音」と題して鑑三が講演し
た。以下のように日記に記されている。
「此夜来り会する者千六七百人，其半数以上は確に
未信者であった，然れども彼等は水を打ちたるが
如き静粛を以て余の言はんと欲せし所に耳を傾け
て呉れた，大なる感謝である，我等は第一日に勝
利を博してハレルヤの声を揚げた。」２８

参加者は増大した。第二日目の昼の会は１０００人，夜
の会は１８００人の参加があり，最終日には，再臨運動中
最多参加者数である２３００人を記録した。これは，３５００
人に招待状を送り，新聞広告や交差点でのポスター等
の手段が功を奏したとも考えられる。鑑三はこの日「恩
恵溢るゝ会合であった」２９と記した。
このように，大阪に於ける再臨運動は大成功に終
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わったが，東京では事情が異なっていた。２月と３月
に東京基督教青年会館において開催された講演会の出
席者は６００人以下でそれほど増加していない。
Ｂ 再臨反対者の活動
大阪とは異なり，東京では再臨反対者が活動してい

た。
再臨運動に反対する者が増加したことを，１月３０日

に中田は『聖潔之友』で述べている。それによると公
然と再臨を標榜しているのは，「プレマス派と東洋宣
教会と無教会派」だけである３０。この時期には再臨に
批判的な教会が東京において大勢を占めていたことが
推定できる。
１月３１日には，１９０７年以来自宅で独立教会駒込基督

教会を組織していた牧師富永徳磨が「基督教再臨説と
基督教」を『神学評論』で発表して再臨運動を批判し
た。４月１日には井上右近が「内村氏の基督再臨論批
判」を『無尽灯』に発表した３１。英字新聞 Japan Chroni-

calも，３月９日に再臨反対の論文を掲げた。３２いずれ
も聖書解釈の違いによる神学上の批判である。
再臨に反対した者は，神学上の理由からだけではな

かった。
３月３１日に東京基督教青年会館において東京市内牧

師の会合が開催され百名余の牧師が集まった。席上，
鑑三の日曜講演会が話題になり，日本組合基督教会牧
師小崎弘道とメソジスト教会監督平岩愃保が反対意見
を表明した。両者の意見は以下の通りである。

「内村氏は無教会主義者なり，現に組合教会中に
は氏に講演を依頼せし為教会の瓦壊を来したる
事実あり。教会の同情を得んとする青年会が宗
教部の事業を氏に托すは矛盾に非ずや。又教会
にとりては大問題なり。」（小崎）

「多数の聴衆を集め得たりしも，教会の反対を喚
起し実に青年会の危機を醸したり，而して某氏
の講演の結びし果は教会は勿論少年に取りても
不利益なりき。今日も又然り。青年会が教会の
同情を失ふは由々しき大事なり。故に何とか之
を処理せられんことを望む。」（平岩）３３

「教会を否定する」無教会主義者の講演により青年
が惑わされ市内の教会の存在が危うくなるという理由
で，同会館の使用を禁じるという意見である。
４月１０日夕刊『時事新報』がこの紛擾を取り上げた

ので，鑑三は以下の意見を時事新報社に送った。
「私は教会を認めます，然し乍ら腐敗せる，俗化
せる，聖書が明白に教ふる教理に反対する我国
今日の多数の教会を認むることは出来ません…
…私は去れと云ふならば何時なりとも青年会の
高壇を去ります。然し乍ら私に去れと云ふもの
は神が私を以て為し給ひし丈け，又其以上を私
に代って為す責任があります。今や数百の飢渇
きたる霊魂は真理を求めて日曜日毎につどいひ

来りつゝあります。私の排斥者は彼等を満足せ
しむる自覚があります乎。」３４

その後も『時事新報』は４月１４日に，また『万朝報』
は４月１６日の夕刊に，さらに『国民新聞』は４月１８日
に，この問題を取り上げた。これらは，いずれも鑑三
に同情する内容である。
このような再臨運動に対する批判にもかかわらず，

同会館における鑑三の講演会は４月から５月にかけて
平常通り開催され，参加者は平均８００人近くに増加し
たことが分かる。
５月１０日に発行された『聖書之研究』において鑑三

は「腐敗せる教会の特徴は預言研究を嫌ふにある」３５

と述べて，再臨に反対する教会を批判した。
５月１３日午後７時に青年会館において基督教革正会

大演説会が開催された。会場には１８００人を越える参加
者があり，青木庄蔵，土岐孝太郎と中田重治の講演の
後に鑑三は「基督教会革正の必要」と題して講演した。
教会の腐敗には，第一に『六合雑誌』３６やユニテリア
ンの異端があり「実に彼等に取て教会は信仰よりも大
切なものである」３７と断じた。第二は俗化であり「利
益を獲ん為に此世と妥協する」３８と具体例を挙げて批
判した。
この演説内容が基督教青年会理事に伝わり，批判さ

れた教会の牧師である理事の態度を硬化させた。
Ｃ 青年会館事件
５月２６日，東京基督教青年会理事会が開かれ，青年

会館における鑑三等の講演会謝絶が決定された。翌日
朝，同青年会主事荒川哲次郎が鑑三宅を訪れて決定を
伝えた。２８日には同青年会理事を辞任した長尾半平と
鑑三は青年会館を訪れて，決定理由を聞こうとしたが
明確な答えは得られなかった。だが一方的に会館は閉
鎖され「本会日曜講演の儀五月限り夏期中休講致候条
承知被下度候」の通達が鑑三に送られた３９。以上が青
年会館事件の概要である。
５月３０日の『東京朝日新聞』はこの青年館問題と塚

本虎二の辞職を取り上げた。翌日の『万朝報』も「基
督教界の暗流 教会主義と無教会主義」と題してこの
問題を掲載した。いずれも鑑三の立場を擁護する内容
になっている４０。
５月３０日の日記は「余は再び自由の人になった，暗

かりき基督教界との関係が絶えて余は明るき身と成っ
た……あゝ愉快，あゝ感謝，『全集』は売れる，新高
壇は与へられる，夜が明けた，狐や狸と縁を絶ちて雲
雀と共に囀る時が来た，あゝ愉快！！！」４１と記され
ている。
６月１日には，新たな会場として丸の内にある大日

本私立衛生会講堂において講演会が開催された。参加
者は７００人で入場謝絶の盛況であった。
青年会館事件は鑑三ら無教会だけでなく東洋宣教会

に対するものでもあった。
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『聖潔之友』の社説で中田は「青年会館借用拒絶事
件」と題して鑑三の立場を擁護して「反対するなら何
故堂々と反対しないのか。集会所を貸さないとかいふ
詰まらない手段を以って我等の運動を邪魔するより外
に取る術がないのであるか」４２と論じている。さらに，
６月２６日発行の『聖潔之友』は「悪魔退治号」になっ
ており，「余の見たる内村氏の無教会主義」と題して
無教会主義を問題のないものとして説明して「予は諸
兄姉に乞ふところは同氏と予との間柄は益々円満であ
り，純福音の宣伝の為に益々親密になるよう祈る事を
切に求むるものである」４３と論じ，再臨反対者を終末
に現れる悪魔だと暗示した。
中田は再臨運動の最初から最後まで鑑三を擁護し協

力し続けたことが分かる。
Ｄ 講演題の変化
１９１７年１月に聖書の預言的研究演説会が開始されて
以来，鑑三は一貫して再臨を講演題にしてきたが，こ
の時期になると，それが幾分変化している。
クリスマス説教を除いて再臨を扱わない講演を列挙

すると以下のようになる。
１９１８年１１月１７日 「腓利門書の研究」

東京基督教青年会館
１１月２４日 「腓利門書の研究」

東京基督教青年会館
１２月１５日 「イエスの母マリヤ」

東京基督教青年会館
１９１９年１月１日 「創世記１章１節」

東京基督教青年会館
２月９日 「ユダの理想婦人」

東京基督教青年会館
２月１６日 「イエスの終末観」

東京基督教青年会館
２月２３日 「イエスの終末観」

東京基督教青年会館
２月３０日 「イエスの終末観」

東京基督教青年会館
３月１６日 「死後の生命」

東京基督教青年会館
５月４日 「神の愛」

東京基督教青年会館
５月１１日 「人類の堕落」

東京基督教青年会館
また，４月１０日に発行された『聖書之研究』２２５号

の「余の宗教」では再臨の言及が見られず，「完全き
たる」では再臨の言及がかなり弱まっている。４月２０
日の講演「パウロの復活論」では，「再臨あり復活あ
りて始めて個人の永遠の生命あり」４４と再臨を復活と
同等に扱っている。
再臨批判が高まったから再臨を論じなくなったので

はなくて，この時期に鑑三の関心がすでに再臨から他

へと移りつつあったと言うことができる。

５ 衰退・転換期（１９１９年６月ー）

大日本私立衛生会講堂に移動した６月１日の講演
「信仰の三角形」では，「神の義」「神の愛」「イエス
キリストは神の子」が重要だとされて，再臨は除外さ
れている４５。以後も再臨が講演されることはほとんど
なかった４６。
７月と８月は講演は休講することになった。９月２１

日に講演会は再開されたが，講演題は「モーセの十誡・
総論」であり，１１月２３日までモーセの十誡が論じられ
た。その後１２月までの講演題は「律法と福音の関係」
「罪の赦し」「完全なる救拯」であった。それ以後再
臨はほとんど論じられなくなったが４７，それにもかか
わらず，参加者は６００人弱の盛況であった。
この時期において明らかに再臨運動は衰退した。そ

して鑑三の講演題は終末論から復活論，律法論，救済
論等へと転換していった。

６ 結論

再臨運動参加者を月別に見ると，再臨運動の趨勢が
理解出来る。（表参照）開始された時点で最も高揚し
たが急激に沈静する。だが徐々に進展してふたたび衰
退する趨勢になっている４８。この趨勢の背景と運動の
性格について，以下の３点を結論として指摘する。
Ａ 説教運動
第一に，再臨運動は説教運動であった。すなわち，

「語る者」が講演し「聴く者」がそれを聴くという説

教を中心とした運動であり，それ以上のものではな
かった。日本基督希望団，柏木兄弟団や日本基督平信
徒信仰革生会が自発的に組織されたが，これらは講演
会を支援するためのものであって宣伝活動が中心で
あった。従って，「語る者」が再臨を語らなくなった
ら，その段階で再臨運動は終わらざるをえない。また，
「聴く者」の大半は教会に属する信者であった。従っ
て，属する教会の牧師が再臨運動を批判して参加を禁
ずれば，それに従わざるをえない。他方，大阪におい
ては再臨批判が東京ほど定着していなかったので，



再臨運動とユダヤ人問題

８１― ―

１９１８年１月にでも再臨運動に大きな成果があったと考
えられる。
Ｂ 前千年王国論
第二に，時代状況を考慮しなければならない。
１９１４年６月に始まった第一次世界大戦は予想を遙か
にこえて拡大した。この犠牲者９００万人以上を出した
悲惨な戦争が，再臨運動の時代背景にあった。日本国
内では，１９１７年から戦争インフレのために米価が異常
に高騰し，８月３日には富山に米騒動が起きるという
経済的危機状況にあった。一般的に歴史上，危機的状
況に陥った時，キリスト教文化圏において「艱難時に
再臨があって千年王国が出現する」という前千年王国
論が生起する傾向にある。この終末論は，日本におい
てだけでなく米国においても進展した。戦争が継続す
る間は，確かに再臨運動は高揚した。しかし，１９１７年
４月に米国が参戦して１９１８年秋に休戦になり，平和が
現実になろうとした時点に，すでに再臨運動は沈静化
し始めた。平和になると前千年王国論に基づく再臨論
は成立しえなくなるのである４９。
Ｃ 聖書に「聴く者」
第三に，「語る者」が再臨を語らなくなっても講演

に出席し続けた５００人の「聴く者」に注目したい。
確かに再臨運動は諸教会が協力して開催する段階か

ら，協力する教会が減少して排他的段階になり，ゾン
ターク・ミラが指摘したように鑑三の「名をなしキャ
ンペーン」５０になった。だから「語る者」のカリスマ
性に魅了されていた「聴く者」も多くいたと考えられ
る。だが同時に，再臨待望という宗教感情に耽溺せず，
再臨批判にも動揺せず，講演題が再臨から律法，罪，
救いに変わっても，真摯に聖書を学ぼうとしていた者
もいた。彼らは無教会の集会で，あるいはそれぞれ属
する教会で，聖書に「聴く者」の範となったと考えら
れる。再臨運動により教会は分裂した。だが，人では
なく，聖書に「聴く者」が起こされたこと。それが再
臨運動の積極的な果実だということができる。
今後の研究課題として，まず，再臨運動を思想の観

点から分析しなければならない。鑑三，中田，批判者
たち，そして信者はどのような再臨論を持っていたの
であろうか。そして再臨運動の中で論じられたユダヤ
人問題を検討しなければならない。

注

１ 思想的観点から分析したものとしては以下がある。岩谷元

輝『内村鑑三の再臨思想：その紹介と批判』（泉屋書店，１９９０

年）；宮田光男編『内村鑑三の復活再臨信仰』（ロゴス社，１９９９

年）；岩野祐介「内村鑑三の『近代批判』と再臨運動―社会

から個人へ，そして再び社会へ」『基督教学研究』（京都大学

基督教学会）２４号（２００４年）；李慶愛「内村鑑三における宇

宙神論の展開」『比較社会文化：九州大学大学院比較社会文

化研究科紀要』９号（２００３年）；近藤勝彦「内村鑑三におけ

る再臨運動とデモクラシー批判の問題」『聖学院大学総合研

究所紀要』１５号（１９９９年）；渋谷浩「内村鑑三の政治思想（上）―

社会進化論より再臨信仰へ」『明治学院論叢研究年報 法学』

１号（１９６７年４月）。社会学的観点から分析したものとして

は，ゾンターク・ミラ「内村鑑三と大正期の再臨運動」『キ

リスト教学』（立教大学キリスト教学会）第４３号（２００１年１２

月）がある。同氏は，キッペンベルクの宗教学的アプローチ

に基づいて，救済論の立場から再臨運動を分析して，再臨運

動を１９１８年３月１日と８月３日を転換点にして３時期に区分

している。３月１日は再臨への批判が表明された日だが，そ

の後も何度も批判は表明されているので転換点にはなりえな

いと考えられる。８月３日は「中田と別れる」日だが，中田

重治は１０月１１日からの三日にわたる岡山聖書講演会，さらに

は１１月８日からの三日にわたる基督再臨研究大会にも鑑三と

ともに講演していて，鑑三と再臨運動を支援し続けたので，

転換点にはなりえないと考えられる。

２ 『日本キリスト教歴史大事典』（教文館，１９８８年）５６０頁の

「再臨待望運動」の項を参照。

３ 同，９９０頁。

４ 『聖潔之友』５５２号。

５ 同，５７１号社説。

６ 再臨の年月日に関しては，旧約聖書各書の預言を基にして

計算している。また，再臨のしるしとしては以下の５点を指

摘している。１ユダヤ人のパレスチナ帰還，２宣教運動の広

がり，３全世界にわたる聖潔の運動 ４交通と知識の向上，

５世の腐敗，人情の堕落，戦争，教会の堕落等。同，５７０号

参照。

７ なお９月１７日には，借金を全て返済した者，夜の１２時まで

家族で祈っていた者，友人と祈っていた者が信徒の中にいた

と記されている。同，５７５号社説。

８ 同，５８２号社説。

９ 同，５８４号社説。

１０ 同。

１１ 『聖潔之友』５８５号社説。

１２ 同，８頁。

１３ 鈴木範久『内村鑑三日録１０』（教文館，１９９７年）９―１０頁。

１４ 『日本キリスト教歴史大事典』３６９頁。

１５ 小原信『内村鑑三の生涯』（ＰＨＰ文庫，１９９７年）４１４頁。

１６ 『聖書之研究』２１０号，『内村鑑三全集２４』（岩波書店，１９８２

年）４２頁。

１７ 同，４７―４９頁。

１８ 演説会への参加者の数等に関しては，『聖潔之友』，『聖書

之研究』，鑑三の日記等から分析した。鑑三は１９１８年８月２６

日以降日記を克明に記しており，特に集会の参加者数も記録

している。以下を参照。『全集 ３３ 日記１』（岩波書店，１９８３

年）

１９ 『聖潔之友』の以下の号に鑑三の講演内容等が紹介されて

いる。５９０号；５９７号；６０１号；６０５号；６０８号；６１０号；６１９号。

６０８号と６１０号には，鑑三の長男である内村祐之の一高野球部

の投手としての活躍と安息日と禁酒を厳守することが鑑三と
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の関係で説明されている。長男の野球での活躍は鑑三にとっ

て大きな励みであった。

２０ 以下がこの時期における再臨を批判する文書である。内ヶ

崎作三郎「基督再臨説批判」『六合雑誌』４４６号（１９１８年３月

１日），「基督再来の高唱」『新人』２１２号（同日）；相原一郎

介「基督再臨説の起源」『六合雑誌』４４７号（１９１８年４月１日）；

杉浦貞二郎「基督再臨説の根拠について」『神学之研究』第

９巻第３号（同日）；海老名弾正「基督再臨説」『新人』２１３

号（同日）；「内村氏一派の再臨運動」『基督教世界』１８０２

号（１９１８年４月２５日）；「基督再臨論の迷妄」『新人』２１４号

（１９１８年５月１日），白石喜之助「現代基督教界の迷妄」『六

合雑誌』４４８号。

２１ 『全集 ２４』，２５９頁。

２２ 同，１９８頁。

２３ 同，２２６頁。平信徒信仰革正会の他の趣意は以下の二点で

ある。「我等は我国現時の宗教界信仰革正の必要を認め其実

行を期す」；「我等は信仰の事に関し平信徒の責任を自覚し

協力一致して之を全ふせんことを期す」。

２４ 再臨運動の不参加を伝える木村清松の手紙を受けた日の日

記に，鑑三は以下のように記している。「去ると言ふならば

止むを得ない，しかし乍ら余の甚だ解し得ない事は『再臨は

木村清松の説く教の心髄骨子に候』と明白に言ふ木村君が基

督再臨の教は亡国的なり非聖書的なり非基督的なりと言ひて

誹謗する組合の先輩方と運動を共にせらるゝ事である」『全

集 ３３』１２頁。

２５ 同，３０頁。

２６ 同，３２頁。

２７ 同，４８頁。

２８ 同，５９―６０頁。

２９ 同，６１頁。

３０ 『聖潔之友』６４３号社説。教派としては組合派，メソジス

ト，聖公会，バプテストが再臨に反対していると論じられて

いる。

３１ 富永論文は『神学評論』６―１に，井上論文は『無尽灯』

２４―４に発表された。

３２ 「斯くてオルソドックス，ユニテリヤン，純理主義者，悉

く余の反対者である，彼等宗教の事に関しては相互に大に説

の異にするも再臨に反対するの一事に於て其歩調を共にす

る」と日記に記されている。『全集 ３３』８７ページ。

３３ 『福音新報』（１９１９年４月１０日）

３４ 『全集 ２４』５８６―５８７頁。

３５ 同，５５６頁。

３６ 小崎弘道が創設した東京基督教青年会の雑誌。

３７ 『全集 ２５』３９頁。鑑三は１９１８年８月１０日発行『聖書之研

究』２１７号においても再臨を信じない者としてユニテリアン，

組合教会，アルメニヤン主義のメソジストを挙げて「信仰よ

りも行いに重きを置く」と論じた。同，３１３頁。１９１９年４月

１０日発行の２２５号においても「基督再臨を迷妄視する教会の

状態を見るに其神学校は少しも振るはず其生徒の数は教師の

数よりも甚少く，其伝道心たるや甚だ微弱にして神学者にし

て伝道に従事せずして実業界に入る者も少くない」と暗に組

合教会等を批判した。『全集 ２４』５４１頁。

３８ 同，４０頁。具体的には大隈重信や渋沢栄一に寄金を求める

行為をさした。

３９ 『教友』１５号（１９１９年

４０ 鈴木範久『内村鑑三日録１０』１９５―２０４頁。

４１ 『全集 ３３』１１５頁。鑑三は東京基督教青年会に伝道費と

して寄付金を贈り，６月１２日にその感謝状を受けた時「斯く

して此不愉快なりし青年会事件も表面なりとも礼儀を以て終

るを得て感謝に堪へない，是で此事は万事忘れるであろう」

と日記に記している。同，１２０頁。

４２ 『聖潔之友』６６２号（１９１９年６月１２日）

４３ 同，６６４号社説。６６６号（７月１０日）も悪魔退治号となって

いて社説では「教会内の悪魔」として「彼（悪魔）は異端と

俗化のパン種を教会の中に入れて教会を攪乱する者である」

と述べられている。

４４ 『全集 ２４』５８１頁。

４５ 『全集 ２５』８４―８５頁。

４６ 鑑三は，６月８日の講演「希望と聖徳」では「基督者の聖

徳はキリスト再臨の希望より来るとは聖書全体が強烈に主張

する所の深き真理である」と論じた。同，６頁。

４７ 鑑三は，１０月２３日の午後，千葉町同盟基督教会会堂で「世

界の現状と基督の再臨」の題で講演している。

４８ １９１７年７月の記録はなく，１９１８年１月は大阪大会における

出席者数である。

４９ 他方，平和で繁栄している時代には，「この世は漸進的に

千年王国に移り，その後にキリストが再臨する」という楽観

的な後千年王国論が進展する傾向にある。

５０ ゾンターク・ミラ，前掲論文，４４頁。宗教運動を発生論的

に類型化すると，「生成―発展―対抗―迫害―円熟―衰退」

の順になる。再臨運動は，「生成―発展―対抗―衰退」の経

路をたどったと言うことができる。拙稿「宗教運動の類型化

１」『愛知教育大学研究報告』第４７号（１９９８年）を参照。

（平成１９年９月１８日受理）


